
【取組内容】 情報の収集における端末・クラウドを活用した教員の働き方改革に係る取組について

武雄市立若木小学校（佐賀県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

児童対象のアンケート 授業研究会での情報共有

・フォームの活用によって、紙の削減だけでなく、配付や集計（数値、グラフ化）を簡単に行うことができ、業務の軽減につながっている 。作成した

フォームの回答先リンクを別の保護者向けメールサービスにて知らせることで、保護者もスマートフォンから回答することができ回収の時間削減、回

答率の向上にもつながっている。

・保護者の各種行事への出欠確認についても、名簿でチェックする必要はなく、回答結果をGoogle スプレッドシートに出力することで一覧として

確認できるなど時間短縮と職員間での情報共有が簡易になった。

・校内研修で活用しているGoogle スライドは、入力を各自のタイミングで行うことができ、グループ内で情報を共有するだけでなく、他グループの

意見も一目で確認できるよさがある。

・最初に様式やフォームを作る段階で時間を要するため、役割分担などしながら学校に必要なものを準備し、継続的に利用することで更なる効

率化につなげたい。

保護者への出欠確認

児童や保護者に対して、アンケートフォームを活用した各種情報の収集を行った。 特に、保護者には、育友会に係る会議の出欠確認や意見の
収集などを行ってきた。
また、教職員の研修時には、授業を参観した際の気付きなどを付箋に記入し、グループごとにスライドに貼り付けることで、情報を共有しながら話

し合いを行うことにつながっている。
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